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審   査 の 要 旨 
哺乳類や酵母において Rab8 ホモログは、トランスゴルジネットワークから細胞膜への輸送を
担うとされているが、貪食への関与の報告はない。一方、赤痢アメーバの Rab8 ホモログ
（EhRab8A）の機能として、病原性の発現において重要な貪食への関与が示唆されていた。本
論文の著者は、細胞生物学と生化学の手法を駆使して、EhRab8Aが貪食に関与する細胞表面タ
ンパク質を小胞体から細胞膜へと輸送することを示し、とくに、フォスフォコリンのフリップを
担う Cdc50-P4ATPase 複合体を細胞膜へ輸送する可能性を示唆した。著者が、一連の実験を論
理的に構成して綿密に進め、膨大なデータに基づいて優れた成果を導き出した点は高く評価で
きる。また、哺乳類や酵母では知られていない新規の輸送経路の発見により、赤痢アメーバにお
ける独自の細胞機能進化の一端を示した意義は大きい。 
平成３１年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
